
　　　地区名 袋井地区
　　　会社名 株式会社　藤本組
　　　執筆者 丹羽　伸孝（156602）
　　　共同執筆者 西嶋　隆史（156605）

工事目的 本工事は、国道１号袋井バイパスにおいて、耐震性の向上を図るため､
既設橋脚の巻立ておよび､落橋防止･変位制限構造を施工するものである。

路 線 名　　　　　 国道１号　袋井バイパス

工事場所　　　 静岡県袋井市堀越　　238.8kp ～　 238.9kp

工   　期　　　　 自　　平成25年5月23日
至　　平成26年2月28日

受注金額 右表のとおり

発 注 者 国土交通省 中部地方整備局 浜松河川国道事務所

受注者 株式会社　藤本組
監理技術者：　川隅　好幸

現場代理人：　丹羽　伸孝

工事内容 橋脚巻立て工 [P66・67橋脚]
落橋防止構造設置 [P68橋脚(16箇所)]
変位制限構造設置 [P66(14箇所)･67(18箇所)･68橋脚]

§１ 工事概要

平成25年度 1号堀越高架橋東地区橋脚補強工事

当初 第1回変更 第2回変更

工期変更なし　　　　　　　　　　（千円）

内　容
項目

契約金額

（税抜き）
108,000 117,500 118,700

完 成 写 真

縦 断 図



　工程表

〈工程管理において工夫した点〉

　（１）背景
　　「下部工ﾌﾞﾗｹｯﾄ」や「補強材」（以下「部材」）は、工場製作に、２ヶ月弱を要し工期に大きな影響を及ぼす
　
　（２）課題・問題点
　　しかし、これらの「部材」は、設置した時に支障物が無いことを確認しなければ、製作に着手することができない。
　そのため、吊足場設置後、速やかに「部材」が主桁支障物に干渉するか」現地で判断する必要があった。

　（３）解決策
　　そこで、原寸模型を吊足場設置前にあらかじめ製作しておき、吊足場設置後に「部材」の設置箇所へ当て、支障物の
　干渉有無を早期に発見にできるようにした。

　（４）効果
　　効率よく現地で支障物が干渉するか判断でき、調査日数を当初予定していた8日間から３日間に
　短縮できた。

〈基本事項〉
　 本工事の品質目標として、　「地域住民の安全・安心を第一と考え、耐震性の機能を向上させる施工！」を現場へ
　 掲げた。日常管理として、下部工ﾌﾞﾗｹｯﾄｱﾝｶｰの孔内清掃・定着の確実な実施を、ﾁｪｯｸﾘｽﾄを用いて全数管理するなど、
　 徹底した管理を行った。

１.〈橋梁付属物工(下部工ﾌﾞﾗｹｯﾄ)において工夫した点〉

　 ①原寸模型の製作

　（１）背景
　　「下部工ﾌﾞﾗｹｯﾄ」は、既設鉄筋を避けて削孔するため、定着したｱﾝｶｰ
　　の位置は、不規則になる。　
　（２）課題・問題点
　　ﾌﾞﾗｹｯﾄを製作するためｱﾝｶｰ定着後に、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ芯位置の測りだしを
　　行う必要がある。しかし、ｱﾝｶｰは躯体から突出しているため、計測作業
　  が生じる恐れがあった。

　（３）解決策
　　原寸模型を製作し、設置箇所へ当て、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ芯をﾏｲﾗｰ紙へﾌﾟﾛｯﾄする事とした。
　
　（４）効果
　　下部工ﾌﾞﾗｹｯﾄは、現地に設置したｱﾝｶｰ位置にあわせた精度の高い製作ができた。その結果、
　下部工ﾌﾞﾗｹｯﾄは、設置したｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに無理な力がかからない位置へ効率よく取り付けが出来た。
  
　②ｱﾝｶｰ定着の試験施工の実施

　（１）背景
　　｢下部工ﾌﾞﾗｹｯﾄ｣を固定するｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄには、地震時に大きな引抜力が
　作用するため、既存躯体と確実に一体化させる事が重要である。

　（２）課題・問題点
　　ｱﾝｶｰ定着は、ｴﾎﾟｷｼ樹脂の充填を確実に行う事が必要である。しかし、
　  ｴﾎﾟｷｼ樹脂が確実に充填されたか充填後の目視確認が出来ない。

　（３）解決策
　　そこで、透明なｱｸﾘﾙﾊﾟｲﾌﾟを用い試験施工を行いて、想定している施工
　　方法で充填が確実になされるか確認をした。

　（４）効果
　　その結果、想定している方法でｴﾎﾟｷｼ樹脂が孔内に確実に充填できることが確認できた。

　

§２ 工程管理

§３ 品質管理

ｱｸﾘﾙﾊﾟｲﾌﾟ



③ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ打音検査の実施

　（１）背景
　　ｱﾝｶｰ定着は、既存躯体と確実に一体化させる事が重要である。

　（２）課題・問題点
　　試験施工の時だけでなく、実施工でｴﾎﾟｷｼ樹脂を確実に充填
　 する必要がある。しかし、実施工の充填状況は目視確認する事
　 が出来ない。

　（３）解決策
　　ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの打音検査を全数実施し、充填の良否を確認した。

　　  　打音検査は、検査者の主観により結果にﾊﾞﾗﾂｷが生じるため、
　　  　2名1組で実施した。

　（４）効果
　　全ての打音が清音であり、確実に充填されている事を確認した。

２.〈橋脚巻立て工において工夫した点〉

　①ｺﾝｸﾘｰﾄ打設前検討会の実施

　（１）背景
　　ｺﾝｸﾘｰﾄは弱点となり易い打継ぎ目を設けることなく、h≒5.0mを1度に打ち上げる計画とした。
　また、4面を同時にかつ水平に打ち上げるため、ｱｼﾞﾃｰﾀ車・ﾎﾟﾝﾌﾟ車・作業員を　2班とし、2班で同時に1柱を打設する
　計画とした。

　（２）課題・問題点
　　適切なｺﾝｸﾘｰﾄの打設方法を全ての作業員が熟知していなければ、品質の高いｺﾝｸﾘｰﾄ構造物は構築出来ない。

　（３）解決策
　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打設前検討会を実施し、打設方法や役割の周知を徹底した。

　（４）効果
　　・狭い足場上での作業であったが、5社の連携は確実で、移動や作業がすみやかに行えた。
　　・2班編成での打設作業についても、ｺﾝｸﾘｰﾄ打設調書結果どおり、打設速度が守れた。

　②生ｺﾝ工場への立ち入り検査の実施

　（１）背景
　　呼び強度を十分に確保する既設橋脚の耐震性能を向上させる
　ため、良質なｺﾝｸﾘｰﾄ構造物を構築しなければならない。

　（２）課題・問題点
　　骨材に泥などの不純物が混入することを防止する必要があった。
　しかし、骨材に付着する泥や不純物の混入有無は、現場で
　目視確認をする事ができない。
　
　（３）解決策
　　生ｺﾝ工場への立ち入り検査を実施し、骨材の水洗い状況、

　　　含水量、設備の管理状況を確認した。骨材を運搬するﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ上に、
　　　不要な水が確認されたため､　是正するよう、設備の管理者に指示をした｡
　　　指示事項の是正を確認し、施工に臨んだ。

　（４）効果
　　立ち入り検査の結果、良質な骨材を使用でき、圧縮強度試験結果が
　　呼び強度を十分に上回る結果となった。
　

ｴｱ抜きﾊﾟｲﾌﾟからの

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ確認

試験施工 ①

打音検査実施状況

橋脚の模型を製作し検証

（創造的なものづくり →

実際のものづくり）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設前検討会 1柱ﾎﾟﾝﾌﾟ2車台打ち

漏水指摘

骨材確認



③透明ｱｸﾘﾙ型枠の使用

　（１）背景
　　既設橋脚の耐震性能を向上させるため、地震力に抵抗できる品質の高い構造物を構築しなければならない。

　（２）課題・問題点
　　躯体の高さはh≒5.0mと高く、また部材厚も薄いため、打設面の視認が困難である。そのため、打設速度の超過や、
　ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀの掛け方による作業ﾑﾗを防止する必要がある。
　
　（３）解決策
　　柱4面のうち2面にｱｸﾘﾙ型枠を使用し、打設速度、打ち上がり高さの確認を容易にした。
　また、ｱｸﾘﾙ型枠部でのﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀの掛け方を作業標準とし、一般型枠部に反映することで、品質にムラの無い締固めを

　　　可能とした。

　（４）効果
　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打設計画どおり、打設速度の適切な管理ができた。脱型時の、ｺﾝｸﾘｰﾄ表面は黒々としており、十分な締固め

　　　効果が得られた考えられる。

〈基本事項〉
　 下部工ﾌﾞﾗｹｯﾄは、作業手順が細かくかつ精度の高い施工が要求される。本工事では、特にｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの
　 定着長に重点を置き、ﾊﾞﾗﾂｷが生じないよう管理した。

　板定規の製作・使用

　（１）背景
　　ｱﾝｶｰ定着は、所定の｢定着長｣を確保し、既設躯体と下部工ﾌﾞﾗｹｯﾄを確実に固定することが重要である。
　変位制限構造や落橋防止構造の機能を、十分に発揮できるようにしなければならない。
　
　（２）課題・問題点
　　ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの挿入深さにﾊﾞﾗﾂｷが生じる事による、定着長不足の
　　発生が懸念された。
   
　（３）解決策
　　板定規を製作・使用する事によって、確実に定着長が一定となるよう
　　管理をした。
   
　（４）効果
　　定着長不足の発生はなく、設計値以上の定着長が確保できた。
　また、ねじ山の余長不足も考えられたため、あらかじめﾎﾞﾙﾄを10mm
　長くしておく対策を講じた。

　①安全帯を用いた身体の負荷体験

　（１）背景
　　三大災害のひとつである墜落災害は、「足場から」が最も多く発生している。

　（２）課題・問題点
　　本工事での作業のほとんどは、足場上となるため、安全帯の重要性を理解して
　いないと墜落の恐れがあると懸念された。作業員に安全帯を確実に着装させ、
　墜落災害を未然に防ぐ事が課題となった。　
　（３）解決策
　　各作業員に安全帯の重要性を理解してもらうため、宙吊り時の身体の負荷を
　　体験させた。

　（４）効果
　　安全帯への理解が得られ作業時において、全員が安全帯を飾りとしてではなく、
　確実に使用していた。

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設中

§４ 出来形管理

板定規使用状況

§５ 安全管理

身体の負荷体験実施状況



②白ろう病予防体操の実施

　（１）課題・問題点

　　本工事では、削孔や孔明といった振動を伴う作業が多く、白ろう病を発症するﾘｽｸが高まる。
　　

　（２）解決策

　　週に１回、白ろう病予防体操を実施した。

　（３）効果

　　工事完成時まで、白ろう病を発症した

　　作業員はｾﾞﾛであった。

　　　

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語で工事お知らせを掲示

　（１）背景
　　本工事現場である袋井市北地区は、市内24自治会の中で外国人の住む人数
　が727人と最も多い場所であった。着手前に市へ調査をしたところ、中でも

　　ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人の方が多いとの情報を得た。

　（２）課題・問題点
　　工事施工箇所は、市運動広場であったため、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人の方への利用不可の
　周知がなされているか懸念があった。

　（３）解決策
　　そこで、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人の方が分かるように、ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語で利用不可のお知らせを掲示し、

　　　団地への配布も行った。

　（４）効果
　　工事中、立ち入ろうとするﾌﾞﾗｼﾞﾙ人の方は確認されず、ﾄﾗﾌﾞﾙなく工事ができた。
　

白ろう病予防体操実施状況

§６ その他

掲示状況

おわりに

昨今、ﾄﾝﾈﾙ天井板落下事故等の問題が発生し、構造物に対する老朽化対策が各所で必要となっ

ています。

このことを踏まえ本工事では、以下の2点に気を付けました。

①ｱﾝｶｰ定着等、見えない所を確実に施工すること。

②高い耐久性を確保するために、品質の高いｺﾝｸﾘｰﾄを打設する事にこだわりました。

これからも ｢災害に備えて...｣安全・安心のためにまた、LCCも踏まえ社会基盤の維持管理に貢献

して行く所存であります。

以上


